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第８回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 令和元年 7月 8日（月）10：00～11：30 

場  所 北広島市役所 3 階 3Ｄ会議室 

出席委員 

川村 裕樹委員・安藝 崇典委員・岡村 彰律委員・小川 達也委員・ 

小田 広明委員・金川 弘司委員・栢場 誠委員・川島 光行委員・ 

熊谷 貞治委員・桒重 理香委員・小池 隆史委員・杉澤 武則委員・ 

鈴木 聡士委員・髙田 誠委員・瀧田 修委員・土屋 正紀委員・ 

冨田 辰夫委員・中野 雅博委員・成田 伸理委員・橋本 信行委員・ 

平川 一省委員・福井 一委員・増田 厚志委員・本橋 健治委員・ 

欠席委員 長谷川 雅子委員 

事 務 局 橋本企画課長・塚田主査・勝谷主事 

傍 聴 者 0 名 

会議次第 

１ 開 会 

 

２ 報告事項 

◆平成 30 年度公共交通に関する主な取り組み（資料１） 

   

３ 議 事  

（1） 北広島団地線の路線再編について（資料２、別紙１） 

（2） 次回協議会の日程 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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会議録                                                         

１  開会 

委員 25 名中 24 名が参加。委員の半数以上が出席していることにより、会議が成立し

ていることを報告。 

 

２  報告事項 

  ◆平成 30 年度公共交通に関する主な取り組み 

    ＜事務局より資料１に沿って説明＞ 

【委員】 

＜質問、意見等なし＞ 

 

３  議事 

（１）北広島団地線の路線再編について 

 ＜事務局より資料２、別紙１に沿って説明＞ 

  【Ａ委員】 

・バス路線の名称である「さんぽまち・東部線」と、「さんぽまち循環」・「東部循環」

などの名称との関係について教えてほしい。 

  【事務局】 

・「さんぽまち・東部線」は、団地地区と東部地区を走る全てのバスを総括した名称

である。その中で団地地区を循環するものを「さんぽまち循環」と呼び、右回り＝

緑陽通先回り、左回り＝中央通先回りとしている。東部地区を循環するものは「東

部循環」と呼び、右回り＝美沢ショッピングセンター先回り、左回りを市役所先回

りとしている。 

 

  【Ａ委員】 

・「さんぽまち」は団地地区の愛称であり、東部地区の路線に「さんぽまち」とつけ

るのは無理があるのではないか。 

  【事務局】 

・団地地区の愛称である「さんぽまち」と東部地区の両地区を運行している路線であ

ることを示すために路線名称を「さんぽまち・東部線」とした。再編により「北広

島団地線」という浸透している名称を変えることになるので、理解して頂けるよう

に利用促進を進めていきたい。 

 

   【Ａ委員】 

・資料では、「バス路線の維持」で運転手不足について触れていたが、具体的な深刻
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度合を教えてほしい。 

  【Ｂ委員】 

・ドライバー不足は当社も同じように深刻であり、今後も変化しないだろうと懸念し

ている。 

  【Ｃ委員】 

・当営業所でも 3割が高齢ドライバーとなっている。若い人も会社へ入らないし、大

型二種免許の取得にも 40数万円かかることもあり、難しい状況である。 

  【Ｄ委員】 

・北広島ではバス利用者が低迷しているが、高齢者の免許返納の増加やボールパーク

の開業により、今後かなり回復することも考えられることから、リモートセンサー

による無人バスを走らせるなど発想の転換が必要であると考える。 

  【Ｃ委員】 

・自動運転化については、何よりも車の精度が高くなる必要があるとともに、バスが

事故を起こした時の補償の問題や法律・制度の確立等の課題もあり、すぐにではな

いと認識している。 

  【Ｂ委員】 

・発想の転換は必要であり、先駆けている所からヒントを得て行えば良いと思う。 

  【Ｅ委員】 

・網走でのバス会社の取り組みでは高卒者を運転手養成員として採用したと聞いた

ことがあるが、その後の情報は聞いていないか？ 

  【Ｆ委員】 

・バス会社では、他にも大型二種免許を取得するための助成制度などの取組を行って

いるところもある。また、バス協会では北海道庁とタイアップし、合同採用説明会

も行っている。しかし、現時点では絶対数が少ないことに変わりはないことから、

長期的に見ていく必要がある。 

 

  【Ｇ委員】 

・運賃は 210 円均一となっているが、収支の予測を教えてほしい。また、路線の黒

字・赤字については、どういう形で対応するのか教えてほしい。 

  【事務局】 

・北広島団地線は長期的に収入が減少傾向にあり、過去 3年の運送収入の減少率（年

平均-0.5％）が今後も続くと仮定すると収入は 8,900 万円程になると見ているが、

これに路線再編による利用者の 2％増加、消費税増税による中央バスの収入の目減

り、210 円均一による増収等を踏まえたうえで収支計算をすると 1,200 万円ほどの

赤字になる。 

・赤字負担の考え方はどの程度利用者に負担頂くかというバランスが重要である。仮
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に運賃を 220 円に上げると赤字額は約 800 万円程度に縮小できるが、言い換えれ

ばこの部分を利用者に転嫁することになる。市としては基本的には協議会におい

て決められた路線の内容については、市で責任を持つ必要があると考えている。 

  また、路線の維持に向けては今後各主体がその役割を担わなければならないと

考えており、バス事業者は路線をしっかり確保する、利用者には乗って頂く、行政

は協議会で決めた路線をしっかり維持・確保するといった役割がある。 

    【Ｇ委員】 

・大雑把な話で収入が年 0.5％減少し、経費は 1億 2〜300 万円という想定であるが、

平成 27 年度以降の団地線の利用者数や収支を教えてほしい。 

    【Ｂ委員】 

・平成 27 年利用人員は約 56 万 4,000 人、収支は－1,600 万円。平成 28 年利用人員

は約 56 万 5,000 人、収支は－1,700 万。平成 29 年利用人員は約 56 万 4,000 人、

収支は－2,200 万である。 

 

    【Ｇ委員】 

・日中のダイヤはパターンダイヤ化されているが、ＪＲとの接続において待ち時間が

短すぎたり、長すぎたりするパターンがあり、再度検討してほしい。 

    【会長】 

・複合的に考えた中でのダイヤであるが、協議会での意見ということから事務局とし

て一度持ち帰らせて頂いた上で中身を調整し、ダイヤを確定していきたい。 

   【Ｇ委員】 

・調整はまかせるが、取りこぼしのないように、利用しやすいダイヤにしてほしい。 

 

 

   【Ｈ委員】 

・団地線と区間が一部重複する「広島線」については、古い名残なのかもしれないが、

現在は「北広島」なので、変更したほうが良いのではないか。 

    【Ｂ委員】 

・長い間「広島線」という名称でやってきたが、社内で検討する。 

 

   【Ｉ委員】 

・国は北広島市の「さんぽまち・東部線」の利用促進とマップ作成に対して、今年度

は補助を出すことになっている。また、路線が変わる時には、今まで使っていた

方々のとまどいもあると思うので、しっかりと周知を行ってほしい。 

 

   【Ｊ委員】 
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・専門部会では限られた資源を最大限生かしながら公共交通を維持して行こうとい

う議論ができたと思う。また本協議会でも沢山の方から意見を頂いただき、良い議

論ができたと思う。しかし、最後は乗って頂けるのかどうかという所が重要であり、

利用者へどう周知できるかだと思う。とくに利用者は高齢の方が多いかもしれな

いので、丁寧な説明が必要である。また、案が固まったあとは、利用者を減らさな

い、利用者増加を高めることを目指す努力として、事業者・市役所・市民の方々も

力を併せてやっていく姿勢が必要になると思う。 

 

【会長】 

・全体を通して、丁寧な市民周知、再編後のモニタリングを含めて、協議会の中での

情報共有を図りながら進めていくということでよいか確認したい。また、今回出た

意見については事務局で細かな整理を行うこととするが、内容についてはこれで

進めていくということでよいか。 

【委員】 

＜質問、意見等なし＞ 

【会長】 

・団地線の再編については、この案をもって内容を整理するということで決定する。 

 

（２）次回協議会の日程 

【事務局】 

 ・次回会議日程については、時期が近づいたら、改めて連絡する。 

 

４  その他 

    【Ｇ委員】 

・1年半に渡る真剣な討議により、住民の多角的な公共交通の利用に応える再編を示

すことができた。一方で、再編後の路線維持の可能性については万全ではないと考

えている。なぜなら、今回の路線再編は利用可能な資源を効率的に運用して再編し

た結果、経費の削減はできたというが、それでも 12％が赤字ということで、利用

者が増加しない、経済情勢により経費が増える、ということになった場合は、大幅

な赤字が発生する場合も否定できない。 

そこで、路線の収支については公共交通網形成計画の中では評価対象に入って

いないが、「団地線単独の収支を見える化し、必要に応じた対策を実施していかな

ければ赤字を減らしていくことができない」ということと、「団地線利用増に向け

住民・行政・事業者が一体となった方策を実施」するために、本協議会において継

続的に確認していくべきだと考えている。とくに収支については、個別の路線に対

して経費が算出できるように、その算出方法・根拠数値を明らかにし、各項目の経
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年変化も記録することが路線の維持に不可欠だと考える。団地線利用増に向けた

方策案については、検討してほしい。 

【会長】 

・今後に向けてということでの提案であるが、話の内容を精査しながら今後に向けた

モニタリングの中でも考えていく必要があるかと思っている。 

【Ａ委員】 

・札幌では高齢者に対して交通費の助成がかなり出ているが、北広島ではそのような

助成ができないのか。そのような助成が出来るとバスの利用もかなり増えるので

はないか。 

【会長】 

・高齢者の交通は、外出対策として総合計画の中で、多角的に庁内で検討を進めてい

る所であり、補助金を出して、敬老パスを出したから良いというものでもない。し

かしながら、議会でも取り上げられている内容なので、そこに関しては色々協議を

させて頂きたいと思う。 

 

５  閉会 

 

 

 


